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CMOSセンサーについて
従来の天体望遠鏡にはCCDと呼ばれるイメージセンサー
を使用していたが、より高速に読み出し必要になり
CMOSカメラの開発が国立天文台と共同で進められてい
る。

CMOS冷却試験システム
冷却実験は真空中で行うため真空ポン
プ・デュワー・冷却機が必要になる。
また内部の温度を計測する測温器も必要
になる。

各機器を接続するジョイントやデュワー
内部の実験器具を自作している。また各
機器の能力や使用法を理解することで測
定の際に正確なデータを得ることが出来
る。

CMOSカメラ開発における私たちの仕事

• CMOSセンサーの電気的性能評価
• CMOSカメラの読み出し回路の排熱最適化

• CMOSセンサーの温度特性評価と冷却試験システム設計

CMOSカメラで観測
する天体

CMOSカメラでは高速移動・
短時間変動する天体や現象の
観測が目的となる。これらを
調べることで星の性質や進
化・初期宇宙への手がかりを
探すことが出来る。

研究のポイント

CMOSカメラ開発の中での私の
研究テーマ

CMOSセンサーの放射率測定
CMOSセンサーの放射率については
基礎データが存在しないため本研究
のデータを基に今後のCMOSカメラ
開発の詳細設計が行われる。

CMOSセンサーの放射率0.565～
0.787となった(測定方法により異
なった)。感度解析によりデュワー
内壁などに使われるアルミの放射率
に依存することがわかった。
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この部分がコールドヘッ
ドに繋がって冷却・排熱
を行う。

棒の両端の温度差から通
過熱量を計算する。
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デュワー内壁(物体2)からCMOS(物
体１)への熱放射を求める。
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自身の研究データを用いたカメラが宇
宙の未開の分野を切り開く姿を想像す

ると嬉しい気持ちになります。
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